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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】水蒸気バリア性に優れるとともに、電池の部材
との密着性にも優れ、シール性にも優れるガスケット、
及びこのガスケットを用いた密閉型二次電池を提供する
。
【解決手段】ガスケットは、絶縁体層１、絶縁体層２の
２層と、水蒸気低透過性であるバリア層３からなる。バ
リア層３は、絶縁体層１と絶縁体層２間に挟持されてい
る。バリア層３は、シリカ蒸着層又はアルミナ蒸着層で
ある。シリカ蒸着層又はアルミナ蒸着層は、絶縁体層の
形成に用いられる基材上に、シリカもしくはアルミナを
蒸着させることにより形成される。蒸着させる方法とし
ては、物理蒸着法（ＰＶＤ）でも化学蒸着法（ＣＶＤ）
でもよい。シリカ蒸着層又はアルミナ蒸着層は、シリカ
とアルミナが二元蒸着されたものでもよい。アルミナ蒸
着層又はシリカ蒸着層の厚さは、０．１～１μｍが好ま
しい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両表面に設けられる２つの絶縁体層と、前記絶縁体層間に設けられる水蒸気低透過性の
バリア層を有することを特徴とするガスケット。
【請求項２】
　前記バリア層が、アルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層であることを特徴とする請求項１に
記載のガスケット。
【請求項３】
　前記バリア層が、水蒸気低透過性樹脂からなる樹脂層であることを特徴とする請求項１
に記載のガスケット。
【請求項４】
　前記水蒸気低透過性樹脂が、環状ポリオレフィンであることを特徴とする請求項３に記
載のガスケット。
【請求項５】
　絶縁体層が、ポリオレフィン樹脂、ポリオレフィンエラストマー、ポリエチレンテレフ
タレート樹脂、ポリエステルエラストマー、ポリフェニレンサルファイド樹脂、ポリアリ
レート樹脂、ポリアミド樹脂、ポリアミドエラストマー、フッ素樹脂及びフッ素エラスト
マーよりなる群から選択される少なくとも１種の樹脂の架橋体からなることを特徴とする
請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載のガスケット。
【請求項６】
　絶縁体層が、オレフィンと極性基を有する単量体との共重合体であって架橋された樹脂
を含むことを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれか１項に記載のガスケット。
【請求項７】
　上部が開口している有底の電池ケース、
　正極板、負極板、前記正極板と前記負極板との間に配置されたセパレータ及び電解液か
らなり、前記電池ケース内に収容されている発電要素、
　前記電池ケースの開口部を封口する封口体、ならびに
　請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載のガスケットを備えることを特徴とする
密閉型二次電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、密閉型二次電池等に用いられるガスケットと、そのガスケットを用いた密閉
型二次電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話等の携帯型電子機器の電源には、容量アップと共に軽量化、小型化も望まれて
いる。これらの要望に応える電源としては、例えば、リチウムイオン二次電池等の密閉型
二次電池が広く知られている。一般に、密閉型二次電池は、正極板、負極板、正極板と負
極板との間に配置されたセパレータ、及びこれらを浸漬する電解液を含む発電要素（電池
素子）を、上部が開口している有底の電池ケースの内部に収容してなり、電池ケースの開
口部を封口体により封口して密閉している。
【０００３】
　この密閉型二次電池において、電池ケースの開口部と封口体との間等、正極板と電気的
に接続（導通）されている部分と負極板と電気的に接続（導通）されている部分の接点に
は、絶縁（短絡防止）、密閉や電解液の漏出防止、等のためにガスケットが設けられてい
る。このガスケットには、電解液に対する耐性（耐電解液性）や、優れたシール性（密閉
性）及び絶縁性が要求されており、さらに、過充電による過熱や、電池ケースと封口体と
の溶接時における瞬間的な加熱に対応できる優れた耐熱性が要求されている。
【０００４】
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　そこで、ガスケットを構成する材料として、所定の表面硬度を有するポリエチレン、ポ
リプロピレン、エチレンポリプロピレンエラストマー、スチレン系エラストマー、オレフ
ィン系エラストマー、エチレンプロピレンゴム、ブチルゴム、スチレンブタジエンゴム、
フッ素ゴム（特許文献１）、オレフィン樹脂とオレフィン系ゴムもしくはフッ素ゴムの混
合材料（特許文献２）等が提案されている。
【０００５】
　又、特許文献３では、低コストでシール性、絶縁性をさらに向上させるために、射出成
形可能な樹脂の架橋体を用いたガスケットも提案されている。
【特許文献１】特開２０００－１４９８８６号公報
【特許文献２】特開２００１－１２６６８４号公報
【特許文献３】特開２００２－２８９１５８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　密閉型二次電池の中でも、リチウムイオン二次電池は、負極に金属リチウムを使った化
学電池であり、リチウムは水分と速やかに反応して水素を発生するので、電解液には水を
含まない有機溶媒を用いている。このような非水二次電池では、電解液に水分が混入する
と電解液組成に悪影響を与えるので、ガスケットには、さらに使用環境（大気）にある水
蒸気の電池内への透過を防ぐ機能が求められる。
【０００７】
　しかし、上記のような従来のガスケットでは、水蒸気の透過を防ぐ機能（水蒸気バリア
性）が充分でなくその向上が望まれていた。特に、ガスケットは所定の形状に成形した後
電池内に組み込まれることが多く、又電池内に組み込まれる際にガスケットが圧縮変形さ
れる場合もある。そこで、上記で例示されたような樹脂からなるガスケットでは、樹脂中
を水蒸気が溶解拡散することや、ガスケットと電極金属界面間の微小なパスを通して水蒸
気が電池内へ透過するとの問題が発生しやすかった。
【０００８】
　水蒸気の透過を防ぐ方法として、ガスケット表面に、モノシランと酸素含有ガスを原料
としたプラズマＣＶＤ、ＳｉＯ、ＳｉＯ２を原料とした真空蒸着法、イオンプレーティン
グ法、スパッタリング法等のＰＶＤ等により、アルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層を形成す
る方法が考えられる。しかし、アルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層は、ガスケットが接触す
る電池の部材、例えば、電池ケースの開口部や封口体の金属等との密着性（接着性）が低
く、その結果、シール性が低下するとの問題があった。又、シリカ蒸着層は、電解液に接
すると溶解したり、クラックが発生する可能性があった。
【０００９】
　本発明は、水蒸気バリア性に優れるとともに、ガスケットが接触する電池の部材との密
着性にも優れ、シール性にも優れるガスケットを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者は、鋭意研究の結果、ガスケットを３層構造とし、両表面に設けられる層、即
ち電池の部材と接触する層を、従来のガスケットと同様な絶縁体により形成するとともに
、２つの絶縁体層間に水蒸気バリア層を設けることにより、前記の課題が達成されること
を見出し、本発明を完成した。
【００１１】
　すなわち本発明は、請求項１として、両表面に設けられる２つの絶縁体層と、前記絶縁
体層間に設けられる水蒸気低透過性のバリア層を有することを特徴とするガスケット、を
提供する。本発明のガスケットは、その表面側及び裏面側にある２つの絶縁体層間に水蒸
気低透過性であるバリア層を有することを特徴とする。水蒸気低透過性であるバリア層を
有するので、優れた水蒸気バリア性を達成できる。ここで、水蒸気低透過性とは、バリア
層単独で測定した場合の水蒸気透過率が、２４℃で、０．８ｇ／ｍ２・ｄａｙ以下である
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ことを意味する。水蒸気透過率は、層の厚さを０．１ｍｍとし、層の一方の側の空気の相
対湿度を９０％、他方の側の空気の相対湿度を０％に保った場合に、２４時間に層を透過
する水蒸気の単位面積（ｍ２）当たりの質量で表わされる。
【００１２】
　請求項２に記載の発明は、前記バリア層が、アルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層であるこ
とを特徴とする請求項１に記載のガスケットである。アルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層は
、水蒸気低透過性であり優れた水蒸気バリア性を達成できるので、バリア層として好まし
く挙げることができる。アルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層は、電池ケースの開口部や封口
体の金属等との密着性（接着性）が低く、その結果、シール性が低下する問題があるが、
本発明のガスケットでは、アルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層は、絶縁体層間に設けられ、
電池ケースの開口部や封口体の金属等と接することはないので、密着性の低下、シール性
の低下の問題は生じない。
【００１３】
　このアルミナ蒸着層やシリカ蒸着層を有するガスケットは、例えば、次の方法により形
成することができる。先ず、絶縁体層となる樹脂層を２つ製造し、その２つの絶縁体層の
少なくとも１方について、その１表面に、公知の方法、例えば、モノシランと酸素含有ガ
スを原料としたプラズマＣＶＤ、ＳｉＯ、ＳｉＯ２を原料とした真空蒸着法、イオンプレ
ーティング法、スパッタリング法等のＰＶＤにより、アルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層を
形成する。この形成されたアルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層が、他方の樹脂層（又はその
上の形成されたアルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層）と接するようにして、前記２層の樹脂
層を貼り合せる。このようにして得られた３層構造を、所定の形状に成形することにより
請求項２に記載のガスケットを得ることができる。
【００１４】
　又は、絶縁体層となる樹脂層以外の樹脂層を製造し、当該樹脂層の少なくとも１方の表
面にアルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層を形成した後、当該樹脂層を、絶縁体層となる２つ
の樹脂層間に挟持するように、貼り合せる方法によっても形成することもできる。
【００１５】
　このようにして形成されるアルミナ蒸着層又はシリカ蒸着層の連続性は、ガスケットが
電池内に組み込まれる際のかしめにより失われる場合があるが、この場合でも迷路効果に
より水蒸気の透過を低下させることができる。
【００１６】
　請求項３に記載の発明は、前記バリア層が、水蒸気低透過性樹脂からなる樹脂層である
ことを特徴とする請求項１に記載のガスケットである。バリア層としては、水蒸気低透過
性樹脂からなる樹脂層を用いることもできる。このガスケットは、例えば、公知の方法に
より水蒸気低透過性樹脂からなる樹脂層を製造し、水蒸気低透過性樹脂の樹脂層と絶縁体
層となる２つの樹脂層とを、水蒸気低透過性樹脂の樹脂層が他の２層間に挟持されるよう
に、貼り合せる方法や３層押出により形成することができる。
【００１７】
　水蒸気低透過性樹脂とは、水蒸気透過率が、０．８ｇ／ｍ２・ｄａｙ以下である樹脂を
言う。即ち、当該樹脂により厚さ０．１ｍｍのシートを作成し、当該シートの一方の側の
空気の相対湿度を９０％、他方の側の空気の相対湿度を０％に保ち、２５℃で、２４時間
に当該シートを透過する水蒸気の質量を測定し、その質量をシート面積（ｍ２）で除した
値が、０．８ｇ以下となる樹脂を言う。
【００１８】
　このような水蒸気低透過性樹脂としては、ポリプロピレン（ｄ＝０．９０７：水蒸気透
過率は０．７５ｇ／ｍ２・ｄａｙ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ：ｄ＝０．９５４：
水蒸気透過率は０．２６ｇ／ｍ２・ｄａｙ）、環状ポリオレフィン等を挙げることができ
る。一方、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）の水蒸気透過率は０．９０ｇ／ｍ２・ｄａｙ
であり、水蒸気低透過性樹脂に該当しない。前記の水蒸気低透過性樹脂の中でも、環状ポ
リオレフィンは、絶縁体層の樹脂との密着性に優れ、かつリチウムイオン電池の電解液に
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対して耐薬品性を有するので、好ましい。請求項４に記載の発明は、前記水蒸気低透過性
樹脂層が、環状ポリオレフィンであることを特徴とする請求項３に記載のガスケットであ
る。
【００１９】
　請求項５に記載の発明は、絶縁体層が、ポリオレフィン樹脂、ポリオレフィンエラスト
マー、ポリエチレンテレフタレート樹脂、ポリエステルエラストマー、ポリフェニレンサ
ルファイド樹脂、ポリアリレート樹脂、ポリアミド樹脂、ポリアミドエラストマー、フッ
素樹脂及びフッ素エラストマーよりなる群から選択される少なくとも１種の樹脂の架橋体
からなることを特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載のガスケットで
ある。
【００２０】
　本発明のガスケットを構成する絶縁体層は、外部と接する部分であるので優れた耐電解
液性やシール性が望まれ、又、優れた絶縁性や耐熱性も望まれる。ここで耐熱性としては
、過充電による過熱や、電池ケースと封口体との溶接時における瞬間的な加熱に対応でき
る優れた耐熱性が求められる。又、優れたシール性を達成するためには、優れた硬度、強
度、弾力性等が求められる。前記例示の樹脂の架橋体を用いることにより、これらの要請
を満たすことが容易になる。
【００２１】
　請求項６に記載の発明は、絶縁体層が、オレフィンと極性基を有する単量体との共重合
体であって架橋された樹脂を含むことを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれか１
項に記載のガスケットである。
【００２２】
　ここで、オレフィンとは、エチレンやα－オレフィンを挙げることができ、極性基を有
する単量体としては、カルボキシル基、スルホ基等のイオン性官能基を有する単量体、例
えばアクリル酸や、水酸基を有する単量体、無水マレイン酸等を挙げることができる。中
でも、イオン性官能基及び／又はイオン化が可能な基を有する構成単位を含む高分子（イ
オノマー分子）からなるポリマー、所謂アイオノマーが好適である。特に、水蒸気低透過
性のバリア層がアルミナ蒸着層であって、かつ絶縁体層と接して設けられる場合、絶縁体
層としてアイオノマーを用いれば、絶縁体層とアルミナ蒸着層の接着性が優れ好ましい。
【００２３】
　絶縁体層を構成する樹脂として、オレフィンと極性基を有する単量体との共重合体であ
って架橋された樹脂を含むもの、特に架橋されたアイオノマーを用いれば、優れた耐電解
液性や絶縁性が得られるだけでなく、その弾力性を維持しつつ、形状維持温度を高めるこ
とができる。すなわち、ガスケットのシール性を維持しつつ耐熱性を向上させることがで
き、しかも、前記瞬間耐熱性についても向上させることができる。
【００２４】
　さらに、オレフィンと極性基を有する単量体との共重合体であって架橋された樹脂は、
例えば、密閉型二次電池の電池ケースを形成する金属（例えば、アルミニウム等）との密
着性が高く、オレフィンと極性基を有する単量体の共重合体であって架橋された樹脂によ
り形成された絶縁体層を、加熱及び加圧により接着することにより、金属とガスケットと
を強固に接着させることができる。
【００２５】
　本発明のガスケットは、水蒸気バリア性に優れるので、密閉型二次電池、特に、使用環
境（大気）にある水蒸気の電池内への透過により電池の特性が大きな影響を受けるリチウ
ムイオン二次電池等の非水二次電池に好適に用いられる。本発明は、本発明のガスケット
を用い、使用環境（大気）にある水蒸気の電池の特性への影響が抑制された密閉型二次電
池も提供する。
【００２６】
　すなわち、本発明は請求項７として、
　上部が開口している有底の電池ケース、
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　正極板、負極板、前記正極板と前記負極板との間に配置されたセパレータ及び電解液か
らなり、前記電池ケース内に収容されている発電要素、
　前記電池ケースの開口部を封口する封口体、ならびに
　請求項１ないし請求項６のいずれかに記載のガスケットを備えることを特徴とする密閉
型二次電池、を提供する。
【００２７】
　本発明の密閉型二次電池は、ガスケットとして、請求項１ないし請求項６のいずれかに
記載のガスケットを用いることを特徴とするが、他の構成要素、即ち電池ケース、正極板
、負極板、セパレータ、電解液及び封口体は、携帯型電子機器の電源等として通常用いら
れている密閉型二次電池と、同様なものを用いることができる。又、その形状や構造や、
その製造方法も、通常用いられている密閉型二次電池と同様である。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の密閉型二次電池用のガスケットは、水蒸気バリア性に優れるとともに、ガスケ
ットが接触する電池の部材との密着性に優れ、シール性にも優れる。従って、このガスケ
ットを用いた本発明の密閉型二次電池は、使用環境（大気）にある水蒸気による電池の特
性への影響が小さく、湿度が高い環境でも好適に用いられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　次に、本発明を実施するための最良の形態について図を参照しながら説明する。なお、
本発明は、ここに述べる形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を損なわない限り
他の形態への変更も可能である。
【００３０】
　図２は、本発明の密閉型二次電池のガスケットの一例を示す。具体的には、後述の図３
で表わされる密閉型二次電池の電池ケースの開口部と封口体間に設けられるガスケット（
後述のガスケット２０）を示す。図３で表わされる密閉型二次電池の電池ケースは円筒状
であり、従って、このガスケットは円環状であるが、図２は、この円環の直径を通り、円
に垂直な面で切った断面図である。なお、このガスケットは、両表面に設けられる２つの
絶縁体層と、前記２つの絶縁体層間に設けられ水蒸気低透過性であるバリア層からなるが
、これらは図１に示し、図２では詳細な構造は図示しない。
【００３１】
　図１は、図２の一部分（図中のＡ内）を拡大した拡大断面図であり、本発明のガスケッ
トの一例を示す。図１に示されるように、このガスケットは、絶縁体層１、絶縁体層２の
２層と、水蒸気低透過性であるバリア層３からなり、バリア層３は、絶縁体層１と絶縁体
層２間に挟持されている。
【００３２】
　バリア層３は、例えば、シリカ蒸着層又はアルミナ蒸着層である。シリカ蒸着層又はア
ルミナ蒸着層は、例えば、絶縁体層の形成に用いられる基材上に、シリカもしくはアルミ
ナを蒸着させることにより形成されるが、前記のように、蒸着させる方法としては、物理
蒸着法（ＰＶＤ）でも化学蒸着法（ＣＶＤ）でもよい。又、該シリカ蒸着層又はアルミナ
蒸着層は、シリカとアルミナが二元蒸着されたものでもよい。アルミナ蒸着層又はシリカ
蒸着層の厚さは、０．１～１μｍが好ましい。蒸着層が前記範囲より厚い場合は、ガスケ
ットを電池内に組み込む際の形状加工等が困難になる場合があり、一方前記範囲より薄い
場合は、水蒸気の透過を低下させる効果（バリア性）が不十分となる場合がある。
【００３３】
　バリア層３は、例えば、水蒸気低透過性樹脂からなる樹脂層であってもよい。さらに、
水蒸気バリア性を向上させるために、水蒸気低透過性樹脂からなる樹脂層にシリカ蒸着層
又はアルミナ蒸着層を形成したものでもよい。水蒸気低透過性の樹脂層の厚さは、１～１
０μｍが好ましい。水蒸気低透過性樹脂層が前記範囲より厚い場合は、ガスケットを電池
内に組み込む際の形状加工等が困難になる場合があり、又、ガスケットの弾力性を低下さ
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せシール性が不十分になる場合がある。一方前記範囲より薄い場合は、水蒸気の透過を低
下させる効果（バリア性）が不十分となる場合がある。
【００３４】
　水蒸気低透過性樹脂として用いられる環状ポリオレフィンとは、環状オレフィンモノマ
ーを含む単量体を重合して得ることができるポリオレフィン系樹脂である。環状オレフィ
ンモノマーとは、特開平８－２０６９２号公報等により公知のものであって、例えば、シ
クロペンテン、２－ノルボルネン、テトラシクロドデセン系化合物が好ましく挙げられる
【００３５】
　環状ポリオレフィン系樹脂を製造する重合反応に供される単量体には、前記の環状オレ
フィンモノマー以外の単量体を含んでいてもよい。前記の環状オレフィンモノマー以外の
単量体としては、環状オレフィンモノマーとの共重合可能な不飽和基を持つ単量体が使用
され、具体的には、エチレン、プロピレン等のα－オレフィン類、アクリル酸等の不飽和
カルボン酸類、アクリル酸エステル類やメタクリル酸エステル類、不飽和ジカルボン酸ジ
エステル類、不飽和カルボン酸無水物類、ビニルエステル類、スチレン類等を挙げること
ができる。
【００３６】
　絶縁体層を構成する絶縁体としては、前記例示の樹脂の架橋体が挙げられる。密閉型二
次電池のガスケットには、シール性、絶縁性、耐熱性、耐電解液性等が求められるが、本
発明のガスケットでは、これらの性質は主に絶縁体層により達成されることが望まれ、従
って、絶縁体層を構成する樹脂には、シール性、絶縁性、耐熱性、耐電解液性等が求めら
れる。ここで、優れたシール性を得るためには、樹脂の硬度、強度、弾力性等が求められ
るので、絶縁体層を構成する樹脂の架橋体にも、これらの性質が求められる。なお、両表
面の絶縁体層は必ずしも同じ材質からなる必要はなく、上記の性質が満たされる範囲で２
つの絶縁体層が異なる材質からなってもよい。
【００３７】
　樹脂の架橋体を製造するための架橋の方法としては放射線架橋や化学架橋が挙げられる
が、制御が容易である点で、放射線架橋が好ましい。放射線架橋としては、電子線架橋、
Ｘ線架橋、γ線架橋等が挙げられるが、電子線発生装置は比較的安価で、また大出力の電
子線が得られるので、電子線を用いる電子線架橋が、工業的には好ましい。
【００３８】
　放射線架橋の条件は、放射線の種類、ガスケットの厚み等にあわせて、適宜設定され
ることから、特に限定されないが、一般的には、放射線照射量が、好ましくは、１０～１
０００ｋＧｙであり、より好ましくは、１００～５００ｋＧｙである。放射線照射量が多
すぎるときは、絶縁体層、ひいてはガスケットの弾力性が損なわれ、シール性が低下する
場合があり、放射線照射量が少なすぎるときは、ガスケットの耐熱性、特に瞬間耐熱性が
不十分となる場合がある。
【００３９】
　化学架橋としては、架橋剤として過酸化物を用いる、いわゆる過酸化物架橋が挙げられ
る。架橋剤としての過酸化物としては、例えば、ジクミルパーオキサイド、２，５－ジメ
チル－２，５－ジ（ｔ－ブチルパーオキシ）へキサン等が挙げられる。なお、成形を容易
にするため、架橋は成形後に行うことが好ましい。
【００４０】
　上記のように、絶縁体層を構成する絶縁体としては、架橋されたアイオノマーが好適に
用いられるが、このアイオノマーとしては、ポリオレフィン系アイオノマーまたはフッ素
系アイオノマーが好適に挙げられる。アイオノマーがポリオレフィン系アイオノマーであ
るときは、架橋後における、弾力性と耐熱性（形状維持性）とのバランスが良好となる。
アイオノマーがフッ素系アイオノマーであるときは、ガスケットの耐久性が良好となり、
また、ガスケットが、高温での使用により適したものとなる。
【００４１】
　ポリオレフィン系アイオノマーとしては、例えば、三井化学社製の商品名「アドマー（
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登録商標）」シリーズ（変性ポリオレフィン）等が挙げられ、フッ素系アイオノマーとし
ては、例えば、デュボン社製の商品名「ナフイオン（登録商標）」シリーズ（パーフルオ
ロスルホン酸－テトラフルオロエチレン共重合体）、ダイキン工業社製の商品名「ネオフ
ロンＥＴＦＥ」シリーズ（四フッ化エチレンーエチレン共重合体（ＥＴＦＥ））のマレイ
ン酸変性物等が挙げられる。
【００４２】
　図３は、本発明のガスケットを用いた密閉型二次電池の一例、即ち本発明の密閉型二次
電池の一例を示す断面図である。図３の密閉型二次電池は、有底円筒状の金属製の電池ケ
ース５内に、電極６及び電解液７を収納し、電池ケース５の開口部８を、本発明のガスケ
ット２０を介して金属製の封口体９（蓋）で閉じた電池である。なお、図３の例では電池
ケース５は、円筒形であるが、角形、扁平形等の他の形状でもよい。
【００４３】
　電極６は、正電極１１及び負電極１２とからなる。正電極１１、負電極１２としては、
帯状の集電体の両面に、活物質をバインダ等と混練したものを塗布したものを用いること
ができる。正電極１１と負電極１２間には、両者間を絶縁するとともに電解液７を保持す
る帯状のセパレータ１３を挟持し、これらを巻いたものが電池ケース５内に収納されてい
る。
【００４４】
　正電極１１は、中蓋１４と電気的に導通しており、さらに、電極６を電池ケース５内に
安定して保持するために設けられているスプリング体１５を介して、金属製の封口体９に
導通している。一方、負電極１２は、中蓋１６と電気的に導通しており、さらに、中蓋１
６を介して、電池ケース５に導通している。
【００４５】
　本発明のガスケット２０は、正電極１１と導通している封口体９と、負電極１２と導通
している電池ケース５の間に介在して両者間の絶縁を行うとともに、両者間をシールして
電池内部を密封するものである。
【００４６】
　図３に示すように、電池ケース５は、開口部８近傍で折返しがされてガスケット収納部
２１が形成され、このガスケット収納部２１にガスケット２０がはめ込まれる。
【００４７】
　図２は、ガスケット収納部２１にはめ込まれる前のガスケット２０の断面を表わす。ガ
スケット２０は、開口部２２の上に封口体収納部２３を形成し、この上に開口部２２より
径の大きい折り返し部２４を形成したものである。開口部２２は、電池ケース５のガスケ
ット収納部２１と適合する大きさ、形状を有する。
【００４８】
　電池の製造の際には、電池ケース５内に、電極６及び電解液７等を収納し、中蓋１４を
電極６上に被せた後、ガスケット収納部２１にガスケット２０の開口部２２がはめ込まれ
る。さらに、ガスケット２０の封口体収納部２３に、スプリング体１５を設けた封口体９
がはめ込まれ、その後、ガスケット２０の折り返し部２４を図２の矢印で示すように折り
返すことにより、封口体９が封口され、固定される。
【００４９】
　図４は、図３におけるガスケット２０の近傍を示す拡大断面図であり、ガスケット２０
の折り返し部２４が折り返され、さらに、電池ケース５の端部が折り返された状態を表わ
す。ガスケット２０の折り返し部２４が折り返された後、電池ケース５の端部を図４の矢
印で示すように折り返すことにより、ガスケット２０に所定の面圧が生じ、封口体９の封
口（シール）、固定がより確実となる。なお、図４中の２点破線は、折り返し前の電池ケ
ース５の端部、ガスケット２０の折り返し部を表わす。
【００５０】
　従来のガスケットでは、樹脂中を水蒸気が溶解拡散することや、ガスケットと電極金属
界面間の微小なパスを通して水蒸気が電池内へ透過するとの問題が発生しやすかった。し
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かし、本発明のガスケット２０は、バリア層を有しているのでこのような問題は防止され
ている。
【実施例】
【００５１】
実施例１
　多層フィルム押出機により、厚み１００μｍのハイミラン１７０６（ポリエチレン系ア
イオノマー、三井デュポンポリケミカル社製）の２層間に、厚み５０μｍのアペル８００
８Ｔ（環状ポリオレフィン、三井化学社製、水蒸気透過率は０．０９ｇ／ｍ２・ｄａｙ）
の層が挟持された３層フィルムを形成した。その後、真空成形及び打抜きを行って成形し
、さらに３６０ＫＧｙの電子線を照射してガスケット製品を得た。このガスケットの水蒸
気透過率は０．２ｇ／ｍ２・ｄａｙであった。
【００５２】
実施例２
　フィルム押出機により、厚み１２５μｍのハイミラン１７０６のフィルムを２枚作成し
た。一方のフィルムの一面に、真空蒸着により厚み１μｍのアルミナ蒸着膜を形成した。
このアルミナ蒸着膜上に、前記で作製した他方のフィルムを重ね、加熱することにより貼
り合わせた。その後、真空成形及び打抜きを行って成形し、さらに３６０ＫＧｙの電子線
を照射してガスケット製品を得た。このガスケットの水蒸気透過率は０．３８ｇ／ｍ２・
ｄａｙであった。
【００５３】
比較例
　フィルム押出機により、厚み２５０μｍのハイミラン１７０６のフィルムを作成した。
その後、真空成形及び打抜きを行い、ガスケットの形状に成形し、さらに３６０ＫＧｙの
電子線を照射してガスケット製品を得た。このガスケットの水蒸気透過率は１．００ｇ／
ｍ２・ｄａｙであった。
【００５４】
　以上の結果より、バリア層を設けた本発明のガスケット（実施例１、２）は、同様な材
料で形成されながらもバリア層を有しない従来のガスケット（比較例１）に比べて、水蒸
気バリア性に優れていることが示されている。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明のガスケットの一例の一部分を示す拡大断面図である。
【図２】本発明のガスケットの一例を示す断面図である。
【図３】本発明の密閉型二次電池の一例を示す断面図である。
【図４】本発明の密閉型二次電池の一例のガスケット近傍を示す拡大断面図である。
【符号の説明】
【００５６】
１、２　　　絶縁体層
３　　　　　バリア層
５　　　　　電池ケース
６　　　　　電極
７　　　　　電解液
８　　　　　（電池ケースの）開口部
９　　　　　封口体
１１　　　　正電極
１２　　　　負電極
１３　　　　セパレータ
１４、１６　中蓋
１５　　　　スプリング体
２０　　　　ガスケット
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２１　　　　ガスケット収納部
２２　　　　（ガスケットの）開口部
２３　　　　封口体収納部
２４　　　　折り返し部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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